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1 はじめに
乗換案内サービスの約 8割の利用者は 1番目の候補
経路しか見ていない [1]が，車窓風景が鉄道での移動
に魅力を与えること [2]などから残りは他の経路を所
望していると考えられる．筆者らはそのような利用者
に向けて，地図上で候補経路の不満区間を組み替える
ことで所望経路を構成できるインタフェースを提案し
てきた [3]．しかし，不満区間の表明は代替提案経路と
の比較することで行えると考え，そのためには事前の
路線知識を要していた．
そこで本稿では，代替経路の存在とその経路方向を
地図上で示すことでこの路線知識を不要とする方式を
提案し試作システムについて報告する．

2 提案手法
2.1 概要
複数ある候補経路を地図上に表示し，地図上で再検
索時の指標として選択し，得られた部分経路を連接す
ることで利用者自身が指定した 1経路を表示すること
ができる乗換案内インタフェースを実装した．以降の
節では，表示される候補経路，地図上での再検索方法，
部分経路の連接などを提案するインタフェースの実際
の操作画面を用いて説明する．

2.2 検索経路表示
まず，既存の乗換案内サービスと同様に，出発駅や
目的駅，検索指標を指定し，検索することで得られた
経路を地図上に表示する (図 1)．図 1の地図上に表示
される情報としては，出発駅と目的駅の位置情報を赤
マーカー，その 2駅間の経路を青線がそれぞれ表して
いる．この時，青線上に出発駅や目的駅とは異なる位
置情報が緑マーカーで表示されている駅がある．この
駅を本研究では，複数路線乗り入れ駅と呼ぶ．複数路
線乗り入れ駅とは，通過駅や始点，終点駅が異なる路
線が 2路線以上利用可能な駅のことを指している．複
数路線乗り入れ駅のように，様々な路線を利用できる
ということは，その数だけ利用者が利用可能な候補と
なる経路が存在することになる．筆者らは，これらの
候補経路の存在を認知することができれば，利用者が
所望する経路と一致もしくは近い経路を見つけること
ができるかもしれないと考え表示することにした．

Route Interface to easily connect multiple partial routes on the Map
†Jumpei Toyofuku ‡Aki Kobayashi
†Electrical Engineering and Electronics Program, Graduate School of
Engineering, Kogakuin University
‡Department of Information and Communications Engineering, Faculty
of Engineering, Kogakuin University

図 1: 検索経路表示画面

2.3 候補経路表示
緑マーカーは代替経路への分岐が存在することを意
味し，これにマウスカーソルを重ねるだけでその分岐
する代替候補経路全てを地図上に表示する (図 2)．これ
により，代替候補経路の存在とその具体的な経路とい
う知識を利用者に具体的に示す．緑マーカーからマウ
スカーソルを外せば非表示となり，続けて他の緑マー
カーで同様の操作が可能であるから，複数個所の緑マー
カー間での代替候補経路を比較検討することも容易で
ある．

図 2: 候補経路表示画面

表示された候補経路の中から，利用したいと思う候
補経路を発見したら，その候補経路が表示された緑マー
カーをクリックする．すると，図 3のようにクリック
した緑マーカーから利用可能な候補経路それぞれの経
路線と終点駅が表示される．また，この時に候補経路
毎の終点駅を表す青マーカー上にポップアップを表示
し，そのポップアップ内で「○○線：××駅」と書か
れた再検索用の選択肢を表示する．さらに、出発駅か
らクリックした緑マーカーまでの部分経路を青線で再
表示し，図 1の経路は，再検索時に経路のどの部分が
変わっているのかを比較するために灰色線で再表示し
ている．この時の青線が利用者が利用しようとしてい
る経路の一部であり，この青線を連接していくことで
目的駅までの 1経路を，乗換案内によってその方向で
の妥当性を保った候補経路の出力を見て，利用者自身
で構成していくことになる．
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図 3: 候補経路と選択肢の表示画面

2.4 再検索結果表示
図 3で表示されている候補経路の選択肢にあるラジ
オボタンをクリックすることで，選択した路線の経路
を再検索経路として赤線で表示する．この赤線が目的
駅 (赤マーカー)上を通るまで再検索を繰り返す．そこ
まで再検索を行ったら，目的駅上の赤マーカーをクリッ
クすることで再検索が終了し，図 4のように利用者が
指定した 1経路が青線のみで表示されるようになって
いる．

図 4: 利用者が再検索して得た 1経路

3 評価実験
3.1 実験内容
比較手法 (Google Maps[4]) と提案手法それぞれで，
事前に用意した車窓スポット群から実験参加者自身で
選んだ複数のスポット近くを通る経路を構成するのに
かかる検索所要時間を測定し，比較する実験を行った．

3.2 実験結果
実験参加者は 5名で，それぞれの検索所要時間の測定
結果と，比較手法と提案手法それぞれの平均時間を表 1
に示す．この結果から，提案手法の方が平均で約 30[s]
早く指定した 1経路の構成ができることがわかった．

3.3 考察
比較手法は，連接するための部分経路を求めるたび
に，検索条件の変更を指定し，それぞれの検索結果を
別々で用意して参加者自身で 1経路として利用可能な
のかを確認するという手間が発生した．一方で提案手

表 1: 評価実験の検索所要時間 [s]

実験参加者 比較手法 (Google Maps) 提案手法
A 433 338

B 402 209

C 406 444

D 243 470

E 304 174

平均 357.6 327

法は，部分経路を得るために必要な再検索を，クリッ
ク動作のみで行い，部分経路の連接を再検索時に地図
上で行っていることから，参加者に多くの行動を求め
ない．この違いによって，提案手法の方が検索所要時
間が短くなったと考えられる．
しかし，参加者 C，Dのように提案手法の方が検索
所要時間が長くなった事例もあった．これは，提案手
法の操作に慣れておらず，間違った操作を行ってしまっ
たり，目的駅までたどり着くことの出来ない候補経路
の選択を行ってしまうなどにより，経路の再検索を最
初からやり直しが発生してしまったことで比較手法よ
りも検索所要時間が長くなったとことが実験の様子か
ら確認できた．参加者A，B，Eは提案手法と比較手法
供に操作にある程度慣れていることが実験の様子から
確認できた．
操作に一定の習熟が必要なこと，誤った操作からの
リカバリーを容易にすることは現システムの問題と捉
えられ，これは今後の課題である．

4 おわりに
本稿では，代替候補経路の存在と位置を地図上で容
易に表示することで，これらを事前知識とせずとも所
望経路の構成を行えるインタフェースを提案した．試
作システムによる実験では，操作の習熟などの課題は
あるものの，提案手法により検索完了時間の短縮が見
られ，本方式の有効性を確認した．操作上の課題への
対処や実際の車窓風景データベースの構築などは今後
の課題である．
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